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（掲載用）

1

国のカーボンニュートラル

国の2050年度までの目標
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2050年

 2020年10月、政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、
カーボンニュートラルを目指すことを宣言

「排出を全体としてゼロ」というのは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」※ から、植
林、森林管理などによる「吸収量」※ を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを意味

※ここでの温室効果ガスの「排出量」「吸収量」とは、いずれも人為的なものを指す

2030年度に温室効果ガスを2013年度(基準年)から
46%削減することを目指している

企業・地方自治体・国民がそれぞれの取組を実施



（掲載用）

2

春日部市の温室効果ガス排出量

温室効果ガス排出量 2013年度 2030年度 2050年度

CO2排出量 1082. 0千ｔ
(基準年)

584. 3千ｔ
(46%減)

0 ｔ
(100%減)

春日部市の2050年度までの目標

民間事業者・市民と協力し実現していく

民間事業者と協力し新しい取り組みに挑戦・適宜改善を実施



（掲載用）

3

りそなグループにおけるSDGsへの取組み

 サステナビリティ長期指標

出典：サステナビリティ長期指標｜持続可能な社会の実現に向けて｜りそなホールディングス

2025年1月21日時点

https://www.resona-gr.co.jp/holdings/sustainability/sdgs/long_term_indicators/index.html


（掲載用）

4

連携協定

ゼロカーボンシティの実現
に向けての連携協定締結

 ゼロカーボンシティ実現に向けて必要な情報の提供及び意見の交換並
びに情報発信に関すること

 中小企業に対する再エネ設備導入支援等、脱炭素経営の普及・促進
に関すること

ゼロカーボンシティかすかべモデルの推進


